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１．最低制限価格計算機能追加手順 

環境設定で、経費計算画面に最低制限価格タブを表示します。 

 

（１） メニューバーから「ツール」＿「環境設定」を選択します。 

 

 

（２） 環境設定画面の「積算」をクリックします。 

□最低制限価格 経費計算を行う にチェックをつけます。 
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２．最低制限価格計算の概要 

（１） 通常通り積み上げをし、経費計算に進みます。 

（２） 通常の経費計算をします。 

（３） 「最低制限価格」タブをクリックします。 

表示されない場合は、３ページの「３．最低制限価格計算機能追加手順」の設定をします。  

（４） 地区指定コンボリストから該当地区を選択します。 

 

 

 

  画面構成    

   

 

① 最低制限価格の計算 予定工事価格となる上限の直接工事費を算出して、最低制限価格を計算します。

② 入札用設計書の計算 指定した入札工事価格になるように調整して、入札用設計書の計算をします。 

明細表示 設計金額 積上げ計算結果 

工事価格（上限） 予定工事価格となる上限の直接工事費を算出 

最低制限（上限） 工事価格（上限）の各費目金額で最低制限価格を算出 

入札金額 積上げ計算結果を調整して、入札用設計書を計算 
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３．①最低制限価格の計算 

（１） 予定工事価格に積算工事価格（積上計算結果）が初期表示されます。 

予定価格が公開されている場合は予定価格を入力します。 

（２） ＜計算実行＞ボタンをクリックします。 

 

 

 

（３） 予定工事価格となる上限の直接工事費を算出して、最低制限価格（上限）が計算されます。 

   

 

 

補足説明 

   ・工事価格（上限）列で、直接工事費をシミュレーションする近接計算が実行されます。 

   ・工事価格（上限）列の各費目金額で、最低制限価格が計算されます。 

   ・＜詳細設定＞で、最低制限価格（下限）の算出を指定できます。  

 

 

計算終了後、ここで算出した金額を、②入札用設計書の計算で入札工事価格として指定するかどうか、確認メッセージが表

示されます。  この参考金額で入札用設計書の計算をする場合は＜はい＞をクリックしてください。 

＜いいえ＞をクリックしても、後から直接、金額を入力することができます。 
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４．②入札用設計書の計算 

（１） 入札工事価格を入力します。 

（２） ＜設計書に反映＞ボタンをクリックします。 

 

 

 

（３） 指定した入札工事価格になるように設計書が調整されます。 

   

 

 

補足説明 

・設計金額列は、積上げ計算結果です。 

   ・設計金額列を元に、入札価格列で入札用設計書の計算が実行されます。 

・計算方法の詳細は次項を参照してください。 

   ・最低制限価格の基準を満たしている場合には、チェック列に「○」印が表示されます。 

 

   ・設計書の印刷をすると、入札金額列の金額で出力されます。 

   ・設計書を元に戻したい場合は、＜設計書を元に戻す＞ボタンをクリックしてください。 
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入札用設計書の計算方法 

入札用設計書の計算方法は、詳細設定画面で変更します。  下図の設定が初期値（推奨）です。 

 

 

（１） 積上げを率計算して調整する。 

積上明細に率掛け計算をして、目的の工事価格になるように調整します。 

率掛計算する対象（直接工事費・共通仮設費積上）の「調整」欄にチェックをつけます。 

率掛け対象からはずしたい費目（労務費など）がある場合は、該当箇所のチェックをはずします。 

 

積上明細の明細プロパティに率掛け指定がされます。 

 

 

処分費などを率掛け対象からはずした場合は、率掛け処理が「対象にしない」に設定されます。 
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積上げを率計算して調整するときの、経費率額を指定することができます。 

 

割合指定  入札用設計書の経費率額が、設計金額列（積上計算結果）×割合の金額になります。 

金額指定  入札用設計書の経費率額が、ここで指定した金額になります。 

 

 

 

（２） 経費率額を調整する 

調整する項目にチェックをつけます。 

目的の工事価格になるように、経費率額を調整します。 

     

 

 

補足説明 

  ・「（１）積上げを率計算して調整する」と「（２）経費率額を調整する」を同時に実行することはできません。 

 

 


